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“景色”とコラボレーション！ 

　「借景」という言葉をご存知かと

思う。自然の風景や街並みを背景と

して生かしながら、庭づくりや景観づ

くりをすすめる手法のことだが、この

借景をアートの世界で活用している

美術館がある。神奈川県箱根町に

ある箱根芦ノ湖美術館である。建物

自体も富士山を望む芦ノ湖畔に建ち、

借景を生かした見事な設計だが、

圧巻は3階の踊り場に飾られた一枚

の“作品”である。四季折 に々彩りを

変える芦ノ湖と富士山。鑑賞する時々

の天候や湿度によって変わる風情。

観る角度によって変幻自在に構図を

変えるデザイン。その“作品”の名は

「ピクチャーウインドウ」、そう、窓なの

である。美術館の3階から眺める風

景を“作品”として展示しているの

である。 

　しかし、ただの窓ではない。窓枠

には中世の絵画を思わせる木製の

額縁が飾られ、かたわらにはゆっくり

と鑑賞できるようにベンチまで置かれ

ている。近代絵画の巨匠ピカソやシャ

ガールといった展示作品にも劣らない、

遠方から訪れた人々の心を和ませ

てくれる見事な“作品”。こうしたアイ

ディアは、都市部でも生かせそうだ。

最近はホテルの高層階から眺める

夜景などが人気を集めているが、景

色を“作品”として楽しませる味つけ

をすれば、今までの見慣れた風景が

新鮮な感動を与えることも期待でき

るのである。 

 

“面影”とコラボレーション！ 

　街の再開発にあたり、かつての景

観を生かしつつ新しい手法で街づ

くりを進めたのが、昨年秋にオープン

した大阪市浪速区の『なんばパーク

ス』だ。なんばパークスは、かつての

大阪球場跡を活用して開発された

複合商業施設。球場閉鎖後、住宅

展示場として利用されていた跡地を

「人と都市と自然の共生」を基本テー

マに開発したもので、地上30階のオフィ

スタワーと、ブランドショップや輸入雑

貨、飲食店などが入居するパークス

ガーデンが整備されている。 

　なかでもユニークなのが、パークス

ガーデンだ。8階から1階までなだら

かな丘陵状になっていて、235種・約

4万株の花と緑が植えられている。

その合間をなぞるように散策路が整

備されていて、都市の真ん中にあり

ながら鮮やかな緑と色とりどりの美し

い花にふれることができる。しかし、

ここで見逃してはならないのは都市

空間に自然を持ち込んだコンセプト

だけではない。現地をご覧いただけ

れば気づくことだが、実はこの丘陵

状の建物は、かつて野球場だった

街の趣を生かしたものなのである。

とりわけ外形は大きなカーブを描い

ていて、大阪球場の面影を感じる。

いま企業の再生がキーワードになっ

ているが、再生で最も大事なことは

企業のコンセプトを原点に立ち戻っ

て見つめなおすこと。なんばパーク

スには、地域の人たちに支え、愛さ

れてきた大阪球場の歴史が生かさ

れているのである。 

 

“遺産”とコラボレーション！ 

　最後に、古い温泉街の身近な話

題をひとつ。群馬県伊香保町の温

泉街では、大晦日に行われている伝

統行事・伊香保姫行列の資金を集

めるため、繭玉のおかめ面と厄除け

の輪をあしらった「伊香保姫の木札」

を作ったところ、予想以上の反響が

あり、温泉街の人気商品になってい

るという。 

　この木札、地元榛名湖に伝わる

伊香保姫の伝説にちなみ企画され

たもので、450個を製作し、旅館など

に振り分けたところほとんどを完売。

温泉街の新たな土産品にと期待す

る声がでるほど、人気を集めた。素

材の繭玉と杉材はいずれも群馬県

産で、かつて養蚕業が盛んだった群

馬県の特色を生かしたのだという。

企画した団体では木札の売上げで

行列に使う面を追加購入し、宿泊客

にも参加を呼びかけたとか。地域の

残るソフトとハードを組み合わせ、お

客をも巻き込む仕掛けをつくる。さま

ざまな素材をコラボレートさせることで、

新たな活力を生み出そうとしている。 

（公） 

　『流通・通』の連載を担当して2年を過ぎようとしている。この間、中
央では「景気回復の兆しが見え始めた」という発言も聞かれるが、地
域経済の実感は「回復の兆し」とはほど遠い印象をぬぐえない。各企
業は創意工夫に努めているものの、自助努力だけでは越えられない壁
もあり、異業種・同業種を問わず、コラボレーション（協働）することも必
要だ。そこで今回は、さまざまなコラボレーションの事例を紹介しよう。 

コラボレーションで 
創造力を高めよう。 
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岩手県産小麦の 
利用拡大をめざして 

▲ナンブコムギベーグル 

　近年、食糧の自給率向上が求め

られる中で県産小麦の生産量が急

増し、その利用用途拡大が求められ

ています。主力品種はナンブコムギ

であり、岩手県で生産される小麦の

９割以上を占めています。このほかに、

コユキコムギ、キタカミコムギ、ネバ

リゴシ、ゆきちからが生産されていま

す。 

　一般に国内産小麦は中力系統

の品種が大部分であり、麺用や菓

子用に用いられてきました。パン用

に向く強力系統の小麦を育種しよ

うとする試みは以前から行われており、

古くはハチマンコムギが有名ですが、

残念ながら定着しませんでした。こ

の他コユキコムギもパン用として開

発された小麦です。ゆきちからは、

パン用として（独）東北農業研究セ

ンターで育種された最も新しい品種

です。 

　当センターではゆきちからの製パ

ン適性試験を昨年度より実施して

おり、パン用として有望な結果を得

ています。また、現在最も生産量の

多いナンブコムギについても、製造

方法を工夫しながら、ナンブコムギ

の特性を活かした個性あるパンを

求めて試験中です。地産地消の動

きの中で、地元で生産された小麦

への期待は高まりつつあります。県

内企業と共に、小麦の特性を活か

た岩手らしい食品の開発に努めて

参りたいと思います。 

 新事業支援課 TEL 019-621-5070　FAX 019-621-5481 
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/ 
  E-mail　kigyouka@joho-iwate.or.jp

お申込み・ 
お問合わせ先 

１　募集目的 
　　（財）いわて産業振興センターでは、実用化可能性

がある研究テーマをお持ちの方で、岩手県内で起業

を目指す意欲的な技術者を募集予定です。 

２　応募対象 
　　自ら研究開発を実施できる技術及び実用化研究

テーマを持ち、岩手県内で起業を目指す方。 

　　ただし、現在、企業等に属している方については、

採用時には原則退職することが必要です。 

３　研究開発期間及び採択予定件数 
　(1)　研究開発期間は、最長の場合でも平成17年度

末までです。 

　(2)　採択予定件数は、２件以内です。 

４　条件 
　　研究開発終了後、1年以内に岩手県内に企業を設

立し、設立後5年間県内において開発成果を活用し

た事業を営むこと、又は1年以内に岩手県内に事業

所がある企業に技術を移転し、技術移転後当該企業

が5年間、県内において開発成果を活用した事業を

営むことが必要です。 

５　主たる勤務場所 
　　主たる勤務場所は、岩手県工業技術センターで、

同センターに設置された設備等を活用し、事業化に

向けた研究開発を行っていただきます。 

６　採用 
　　採用者は、（財）いわて産業振興センターの期限付

研究員とします。 

７　応募方法等 
　　応募方法等詳細につきましては下記あてお問合

せ下さい。 

高度技術者起業化支援事業 
～岩手県内で起業を目指す意欲的な技術者を募集予定です～ 


